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１． はじめに

近畿地方整備局管内における平成１８年度直轄工

事事故は，もらい事故を含めて２１８件の事故が発

生し，事故による被災者は３９人，このうち１人が

死亡されています。平成１９年度事故についても，

速報値で昨年度より５件増加している状況です。

引き続き，事故防止に向けた安全管理を強力に推

進する必要があります。また，近畿管内の事故発

生件数は，全国トップの件数と不名誉な記録とな

っており，このことからも，近畿管内は事故が起

こりやすい土地柄と考え，より一層，安全施工に

配慮のうえ，工事を進めることが

重要となります。

今回は，平成１９年度の現在まで

の工事事故の発生状況と，事故件

数が増加する（減らない）架空線

損傷事故に関する事故防止対策に

ついて紹介させていただき，工事

の安全管理について少しでもお役

立ていただければと思います。

２． 平成１９年度現在の事
故発生状況の概要

平成１９年度事故発生件数は，８

月末時点でもらい事故を含めて８３

件（速報値）で，昨年度同期に比べて５件増加し

ています。今年度の傾向としては，例年に比べる

と第三者事故と工事関係者事故の発生割合が高く

なっていますが，幸いなことに事故による被災者

数は１１人と減少しています。このほか，公衆災害

物損事故のうち，地下埋設物，上空架空線の損傷

事故件数が目立っています。

! 年度別発生状況

平成１９年８月末時点における本事故件数は６２

件，平成１８年度同時期の５２件に比べると１０件の増

加です。

また工事関係者側に過失を伴わないもらい事故

近畿地方整備局管内における工事事故発生状況と
増加しつつある架空線損傷事故の防止対策について

【事故事例とこれからの対応】

国土交通省近畿地方整備局企画部技術調査課
い づつ よしゆき

課長補佐 井筒 由幸
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図―４　公衆災害事故（物損）の内訳�
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を含めると平成１９年度は８３件

で，５件の増加となっていま

す。

さらなる安全対策の強化が求

められるところです。

! 事故分類別発生件数

例年に比べると第三者に傷害

もしくは損害を与えた第三者事

故が３７件，工事関係者に傷害も

しくは損害が発生した工事関係

者事故が１２件で割合が高くなっ

ています。もらい事故は，２１件

で減少しています。第三者への

事故は，社会的な影響も非常に

大きいことから，厳重な安全対

策が必要です。

" 事故被災者数・被災の程

度

例年と比べると事故件数は増

えているものの，死傷者数は１１

人と減少しています。しかし残

念ながら５月には工事関係者が

死亡に至る事故が発生していま

す。

# 公衆災害事故の内訳

公衆災害事故のうち，物損が

伴う事故が例年とほぼ同様に５０

件発生し，架空物件事故，地下

埋設物件損傷事故が目立ってい

ます。特に架空物件事故が最近

連続して発生しており，その扱

いに苦慮しているところです。

次には，その架空物件の事故

と事故防止対策の取り組みにつ

いて紹介いたします。
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３． 架空線損傷事故の事例と事故防
止対策

【近畿地方整備局 月間広報誌「あんぜん」より

記事抜粋】

架空線損傷事故の対策事例

今年度も既に架空線損傷事故が５件発

生しています！

対策事例を参考に事故撲滅を図りまし

ょう"

○事故事例［河川高水敷掘削工事］

バックホウを移動させるときに，足元に気をと

られ，ブームを起こしたまま走行して，バックホ

ウのアームが架空線に接触し，NTT線を切断し

ました。

※０．４５m3クラスのバックホウでもブームを最大に起こ

すと高さ６mを超えます！

☆対策例!

上記の事故を受け，再発防止策として工事区

域に横断している架空線の前後に“高さ予告表

示”“注意看板”等を設置して注意喚起を促し

ています。

事故状況図

対策例
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さらに，高さ予告表示に接触するとブザー・

回転灯が作動したり，高さ予告表示を可倒式構

造にする等の方法だとバックホウの運転者にも

分かりやすく効果的です。

☆対策例!［道路改良工事］

現場で架空線等の横断や近接個所を工事平面

図に書き込んだ“架空線注意個所マップ”を作

成し，工事打合せ時や安全教育時に配布して，

要注意個所の存在を周知徹底し，事故の未然防

止を図っています。

４． おわりに

以上のような状況であり，思うようには工事事

故の減少は望めませんが，工事関係者の一人ひと

りが，事故を防ぐための深い知識と，絶対に事故

を起こさないという強い意識を持って工事の安全

管理に取り組めば事故は減らせるものだと考えま

す。また，こつこつと地道に取り組む姿勢が事故

を起こさない秘訣とも考えます。

高さ表示例

架空線注意個所マップ
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